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口
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
ム
ム

旭
川
大
町
教
会
の
聖
堂
と
そ
の
変
遷

…北

C
道
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
7
1
）

〈
は
じ
め
に
〉

絹
　
島
　
洋
　
一

　
本
稿
は
「
そ
の
一
～
凶
（
註
1
一
ご
に
引
き
続
き
、
キ
リ
ス
ト

教
会
の
伝
道
活
動
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
教
会
建
築
の
形
態
的
な
視

点
に
立
っ
て
、
教
会
組
織
と
建
築
そ
の
も
の
の
平
爾
形
・
立
面
形

（
正
面
）
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
北
海
道
に
お
け
る
教
会
建
築

の
歴
史
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

　
今
囲
は
門
そ
の
闘
」
と
同
様
に
礼
拝
行
為
（
註
2
）
を
よ
り
重

視
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
（
以
下
蝦
教
と
略
）
教
会
に
つ
い
て
、
旭
川

大
町
教
会
を
短
象
と
し
て
形
態
的
変
遷
を
明
確
に
し
、
若
干
の
考

堀
川
を
煽
え
る
。

一、

ｮ
摺
大
町
教
会
の
創
立

北
域
防
衛
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
設
縫
さ
れ
た
閣
陸
軍
第
ヒ
師

団
の
町
と
し
て
急
激
に
発
展
し
た
旭
川
は
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
軍
都
か
ら
市
民
中
心
の
町
へ
と
変
化
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
勝
岡
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
鰍
に
よ
る
戦
後

復
興
は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
発
展
さ
せ
、
北
海
道
に
お
い
て
も

各
地
で
教
会
活
動
が
活
発
化
し
た
。
戦
前
か
ら
立
地
し
て
い
た
新

教
の
四
教
会
（
組
合
、
警
基
、
聖
公
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
）
と
旧
教

の
現
五
条
教
会
が
中
心
で
あ
っ
た
旭
川
で
も
嗣
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
損
教
で
あ
る
粍
幌
ソ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は

全
道
を
六
地
．
区
の
官
、
教
区
と
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
昭
和
瓢
ナ
四

年
に
フ
ル
ダ
管
区
を
磨
き
、
道
北
地
方
の
根
拠
地
を
堅
塁
市
に
定

め
、
翌
年
に
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
修
道
院
を
開
設
し
た
の
が
、
現
大
町

教
会
の
創
立
過
程
で
あ
る
。

二
、
教
会
建
築
（
聖
盤
）
の
変
遷
（
表
1
・
図
！
）

　
〈
修
道
院
…
鵬
設
と
仮
聖
覚
〉
　
初
代
地
区
長
と
し
て
任
命
さ
れ

た
ル
ド
ル
フ
・
ケ
ル
ネ
ル
神
父
は
、
旭
川
に
定
住
す
る
た
め
に
昭

和
皿
十
五
年
、
大
町
の
旧
敷
地
に
建
っ
て
い
た
木
造
二
階
建
て
の

建
物
を
使
用
し
て
修
道
院
を
開
設
し
、
同
時
に
こ
の
中
で
教
会
活

動
が
開
始
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
職
市
内
大
町
一
条
五
丁
日
家

屋
付
き
一
戸
分
敷
地
借
用
と
地
続
、
さ
…
戸
購
入
（
註
3
）
」
と
あ
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り
、
ま
た
建
物
に
つ
い
て
は
「
僑
徒
の
世
話
で
木
造
モ
ル
タ
ル
ニ

階
建
家
屋
購
入
（
註
同
）
」
ま
た
「
古
賀
さ
ん
経
営
の
洋
装
学
校

と
保
育
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
（
註
同
）
」
と
の
事
で
、
復

元
さ
れ
た
延
床
面
積
に
よ
る
と
約
三
十
二
坪
と
な
り
、
恐
ら
く
当

時
と
し
て
は
一
般
住
宅
よ
り
大
き
な
建
物
で
あ
り
、
又
教
室
的
な

平
面
形
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
建
物
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
幼
稚
園
も
同
時
に
開
園
さ
れ
て
、
地
域
へ
の
聞
接
的
な
布
教
活

動
も
展
開
し
、
旭
川
市
で
の
旧
教
の
布
教
活
動
は
、
五
条
教
会
と

大
町
教
会
の
二
教
会
が
担
当
す
る
事
と
な
っ
た
。

　
〈
初
期
聖
堂
V
　
仮
聖
堂
と
し
て
出
発
し
た
建
物
は
、
修
道

院
・
礼
拝
室
ま
た
保
育
窒
と
し
て
の
複
合
さ
れ
た
機
能
を
持
っ
て

い
た
の
で
手
狭
で
あ
り
、
開
設
後
す
ぐ
に
本
格
的
な
聖
堂
建
設
に

着
手
し
た
。
そ
し
て
七
ヵ
月
掻
の
昭
和
二
十
五
年
十
…
…
月
に
は
仮

聖
堂
の
北
側
に
礼
拝
堂
（
一
階
）
と
修
道
院
（
二
階
）
の
木
造
二

階
建
て
が
増
築
さ
れ
た
。
復
元
に
よ
る
と
、
延
床
爾
積
は
約
七
十

一
坪
と
な
り
規
模
的
に
は
二
倍
と
な
っ
て
、
三
つ
の
機
能
が
明
確

に
分
離
し
た
教
会
建
築
と
な
っ
た
。

　
〈
旧
聖
堂
〉
　
布
教
施
設
の
充
実
は
、
昭
和
二
十
年
忌
後
半
の

キ
リ
ス
ト
教
プ
…
ム
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
教
会
で
は
会
堂
の

増
改
築
が
聚
上
命
令
的
に
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
戦
後
に
お
け
る
幼

児
教
育
の
発
展
は
急
激
な
人
獅
増
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

幼
稚
園
施
設
の
充
実
が
欝
欝
と
な
り
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
昭

和
二
十
九
年
に
は
、
保
育
室
確
保
と
司
祭
住
居
の
充
実
を
行
い
、

初
期
聖
鴬
の
南
側
に
木
造
二
階
建
て
の
園
舎
及
び
西
側
に
司
祭
室

棟
を
増
築
し
て
、
長
い
正
面
形
を
持
つ
教
会
建
築
と
な
っ
た
。
床

面
積
は
約
百
四
十
七
坪
と
な
っ
て
、
初
期
聖
堂
の
二
倍
の
規
模
に

拡
大
さ
れ
た
。

　
〈
前
聖
堂
〉
　
こ
う
し
て
教
会
建
築
の
増
築
が
規
模
的
に
は
倍

々
と
い
う
面
積
拡
大
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
が
、
仮
聖
堂
立
地
か

ら
の
借
地
は
い
ぜ
ん
と
し
て
是
蕉
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
情
か

ら
昭
和
閥
十
年
に
は
、
新
し
い
敷
地
で
あ
る
大
町
一
条
十
丁
目
に

移
転
増
築
が
行
な
わ
れ
、
鉄
骨
平
家
延
床
面
積
約
二
百
坪
の
聖
堂

が
建
て
ら
れ
た
。
別
棟
女
子
修
道
院
と
合
わ
せ
る
と
約
二
百
七
十

坪
と
い
う
初
期
聖
堂
と
比
べ
る
と
床
縁
積
が
四
倍
弱
の
規
模
に
な

っ
た
（
先
に
同
敷
地
に
移
転
し
て
い
た
付
属
幼
稚
園
は
含
ま
ず
）
。

　
〈
現
聖
堂
〉
　
新
築
の
聖
堂
は
そ
れ
ま
で
の
木
造
建
築
と
異
癒

り
種
々
な
点
で
合
理
的
な
建
物
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
に

便
所
位
置
の
変
更
（
水
洗
化
）
に
よ
っ
て
、
冬
期
礼
拝
室
と
集
会

室
（
台
所
含
）
を
一
体
化
し
、
玄
関
両
側
に
便
所
二
会
と
事
務
窒

を
増
築
し
た
。
ま
た
、
正
面
側
小
屋
裏
を
集
会
室
と
し
て
改
築
し

て
一
部
二
階
建
て
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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三
、
五
棟
の
教
会
建
築
・
聖
堂

　
〈
仮
聖
堂
の
建
物
（
図
2
）
V
　
布
教
初
期
の
仮
聖
堂
に
つ
い

て
は
、
残
さ
れ
て
い
た
資
料
・
写
真
及
び
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ

て
復
元
図
を
作
成
し
た
（
註
4
）
。
切
妻
屋
根
平
入
り
の
総
二
階

建
て
で
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
建
物
が

建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
二
十
一
～
二
十
二
年
頃
は
下
見

板
で
あ
り
、
そ
の
後
記
録
に
あ
る
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
に
な
っ
た
と

推
察
す
る
。
平
面
形
で
は
片
廊
下
形
式
で
南
側
に
は
五
坪
程
度
の

広
い
部
屋
が
あ
り
、
こ
の
部
屋
が
教
室
的
に
使
用
さ
れ
て
仮
聖
堂

の
機
能
を
な
ん
と
か
保
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
〈
初
期
聖
堂
の
建
物
（
図
2
）
〉
　
開
設
す
ぐ
に
姪
設
さ
れ
た

建
物
は
、
仮
聖
堂
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
北
側
に
増
築
す
る
と
い
う

手
法
で
実
施
さ
れ
、
木
造
総
二
階
建
て
切
妻
屋
根
で
塔
屋
を
付
設

し
た
建
物
の
出
現
と
な
っ
た
。
外
観
で
は
教
会
建
築
と
し
て
の
意

匠
が
用
い
ら
れ
、
平
皿
外
壁
に
は
二
階
に
連
続
す
る
ス
リ
ヅ
ト
状

上
げ
下
げ
窓
が
配
列
し
、
特
に
一
階
部
分
の
窓
上
部
に
は
尖
塔
ア

ー
チ
が
付
設
さ
れ
て
い
て
、
石
造
教
会
建
築
の
手
法
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
棟
北
端
に
置
か
れ
た
方
形
屋
根
の
尖
塔
上
に
は
十
字
架

が
置
か
れ
、
教
会
の
存
在
を
明
確
に
し
て
い
た
。
仮
聖
堂
部
分
に

は
変
化
が
な
く
、
増
築
部
分
と
合
わ
せ
て
長
い
県
側
が
正
面
形
と

な
っ
た
。

　
増
築
の
平
面

形
で
は
一
階
に

礼
拝
室
を
配
置

し
、
北
側
壁
面

す
べ
て
を
祭
壇

（
写
真
1
）
と

し
、
中
央
通
路

左
右
に
信
徒
席

を
置
き
対
面
式

と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
二
階

は
西
側
の
片
廊

下
式
で
東
側
に

写真一1　旧聖堂内部正面祭壇

（初期聖堂同じ，昭和25年建設

個
室
が
配
置
さ
れ
て
い
て
、
修
道
士
の
生
活
空
間
と
な
っ
て
い

た
。
廊
下
側
外
壁
面
に
は
奥
行
の
あ
る
収
納
棚
が
置
か
れ
、
修
道

士
の
わ
ず
か
な
持
ち
物
が
収
納
さ
れ
、
ま
た
各
個
室
は
間
口
が
狭

い
平
面
形
で
、
内
部
に
は
簡
易
的
な
ベ
ッ
ト
と
机
そ
し
て
壁
面
の

ハ
ン
ガ
ー
耕
け
が
備
え
ら
れ
た
、
質
素
な
空
同
と
な
っ
て
い
た
。

　
〈
旧
聖
堂
の
建
物
（
図
2
）
〉
　
昭
和
二
十
五
年
末
に
は
初
期

聖
堂
の
南
側
に
木
造
二
階
建
棟
と
平
家
の
司
祭
室
棟
、
更
に
幼
稚
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園
の
遊
戯
非
才
を
増
築

し
、
本
稿
で
は
こ
の
時
点

で
の
建
築
を
「
旧
聖
君
」

と
す
る
が
、
外
観
に
お
い

て
の
変
化
は
、
初
期
聖
堂

部
分
の
蕉
．
面
平
側
に
玄
関

拡
大
の
た
め
の
下
屋
と
、

そ
の
小
屋
根
棟
に
置
か
れ

た
十
字
架
、
ま
た
増
築
司

祭
棟
の
吻
側
壁
面
の
出
現

等
で
あ
っ
た
。
平
面
形
で

は
玄
関
部
分
と
T
字
型
に

配
置
さ
れ
た
司
祭
室
部
分

が
増
築
さ
れ
、
改
築
で
は

司
祭
の
生
活
を
補
助
す
る

使
用
人
の
空
間
と
し
て
の

食
堂
と
使
用
人
室
の
出
現

C
’
う
）
　
’
こ
。

一
　
温
．
ゾ
　
ゾ

　
〈
前
聖
堂
の
建
物
（
図

3
）
〉
　
こ
の
よ
う
に
、

仮
聖
堂
は
数
側
の
増
改
築

　…一L…
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」
、

現教会建築東側外観（平成2年撮影）写真一2

に
よ
り
初
期
聖
堂
・

旧
聖
堂
と
な
っ
て
、

平
面
・
正
面
形
態
が

種
々
に
変
化
し
て
き

た
が
、
大
町
教
会
に

と
っ
て
最
も
大
き
な

教
会
建
築
上
で
の
変

遷
は
、
移
転
新
築
時

に
建
設
さ
れ
た
鉄
骨

造
平
家
の
聖
堂
で
あ
っ
た
。

　
前
聖
堂
の
建
設
は
ド
ミ
ニ
コ
神
父
の
時
に
実
施
さ
れ
、
設
計
は

ス
イ
ス
人
ベ
ト
レ
ム
会
フ
μ
イ
ラ
神
父
が
担
当
し
た
。
記
録
に
よ

る
と
「
構
造
は
H
型
鋼
鉄
骨
構
造
」
型
形
式
変
則
船
底
天
井
、
桧

の
柾
材
。
仕
様
は
壁
色
彩
プ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル
貼
り
、
司
教
司
祭
椅

子
と
聖
書
朗
読
台
は
タ
モ
柾
材
。
玄
関
ホ
ー
ル
は
三
位
一
体
を
表

す
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
註
3
）
」
と
あ
り
、
聖
堂
建
築
へ
の
詳
細

に
渡
る
指
示
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
機
能
と
し
て
は
聖
堂
（
礼
拝

室
）
と
司
祭
館
と
し
、
設
計
方
針
で
は
こ
れ
ら
の
諸
空
間
が
シ
ソ写真一3　現聖堂内部トップライト

　　　（平成2年撮影）
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プ
ル
に
一
体
化
す
る
事
と
、
祭
壇
位
置
を
礼
拝
室
隅
角
部
に
配
置

す
る
と
い
っ
た
、
佃
性
的
な
設
計
を
目
指
し
た
．

　
外
観
で
の
特
微
は
、
そ
の
屋
根
型
で
切
妻
屋
根
北
側
に
高
く
斜

め
方
向
に
立
ち
上
げ
た
高
窓
（
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
・
写
真
2
）
で
あ

り
、
立
面
的
に
は
片
流
屋
根
の
よ
う
に
見
え
る
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ

れ
て
い
る
。
正
面
の
緩
や
か
な
勾
配
を
示
す
切
妻
屋
根
の
悼
に
は

十
字
架
か
が
置
か
れ
、
そ
の
妻
壁
上
部
に
は
屋
根
内
部
を
利
用
し

た
空
間
へ
の
窓
が
あ
り
、
高
窓
側
面
を
除
く
と
左
右
対
称
形
の
フ

ァ
サ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
東
立
面
は
平
側
と
な
り
、
水
平
な
棟
上
に

三
つ
の
妻
壁
に
高
窓
が
大
き
く
広
が
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
写

真
3
）
が
現
れ
て
い
る
。
平
面
形
で
は
、
礼
拝
堂
と
司
祭
館
の
二

本
の
L
字
型
平
面
形
を
基
本
と
し
た
並
列
配
置
を
採
用
し
、
凹
部

に
集
会
室
（
冬
期
礼
拝
室
・
台
所
）
を
合
理
的
に
配
置
し
た
集
中

型
と
片
廊
下
型
併
用
平
面
形
と
い
え
よ
う
。
最
も
特
徴
的
な
空
間

は
、
礼
拝
室
の
隅
角
部
に
配
置
さ
れ
た
祭
壇
部
分
（
写
真
4
）
で

あ
り
、
礼
拝
形
式
は
信
徒
席
が
祭
壇
を
囲
む
よ
う
に
し
た
集
中
型

の
採
用
で
あ
っ
た
。
ま
た
司
祭
館
に
あ
っ
て
は
、
片
廊
下
に
沿
っ

た
各
部
屋
の
並
列
配
置
で
あ
る
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

　
〈
現
聖
堂
の
建
物
（
図
3
）
〉
　
増
改
築
に
よ
っ
て
鉄
骨
平
家

一
部
二
階
建
と
な
っ
た
が
、
外
観
で
の
変
化
は
前
聖
堂
正
面
に
あ

っ
た
切
妻
妻
壁
が
、
こ
の
改
築
に
よ
り
垂
直
壁
を
高
く
持
ち
上
げ

た
パ
ラ
ペ
ッ
ト
外
壁

と
な
り
、
ま
た
玄
関

廻
り
も
凹
凸
が
な
く

平
坦
な
箱
型
の
正
面

形
態
と
な
っ
た
事
で

あ
る
。
平
面
形
で
は

西
側
諸
室
が
一
体
化

し
、
ま
た
玄
関
ホ
ー

ル
に
階
段
・
便
所
・

事
務
室
が
配
置
さ
れ

て
教
会
建
築
と
し
て

合
理
的
な
動
線
を
確

保
し
た
。

四
、
大
町
教
会
聖
堂

　
　
の
形
態
的
変
遷

　
　
へ
の
考
察

　
以
上
に
よ
り
昭
和

二
十
五
年
の
仮
聖
堂

か
ら
現
聖
堂
へ
の
建

霧
搦

・
鷺
、

写真一4　現聖堂内部　隅角音際壇（前聖堂同じ

’＄’iewnc’“

丁コ灘嶽覆撫・

　11召和40年建設）
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築
的
変
遷
に
つ
い
て
、
そ
の
形
態
に
視
点
を
置
｝
こ
な
が
ら
具
体
的

に
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
各
棟
ご
と
に
変
化
し
て
き
た
配

置
・
平
漁
・
外
観
正
晦
（
立
照
）
形
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
〈
各
棟
の
茎
短
（
図
1
）
〉
　
修
道
院
開
設
か
ら
の
大
町
教
会

に
お
け
る
教
会
建
築
は
大
別
す
る
と
、
二
つ
の
特
徴
的
な
形
成
過

程
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
初
期
の
僻
地
時
代
、
そ
し
て
敷
地
購
入
移

転
時
代
で
、
こ
の
経
過
が
各
棟
の
出
現
に
強
く
影
響
さ
れ
た
と
考

え
る
。
前
者
に
あ
っ
て
は
修
道
会
の
援
助
に
よ
っ
て
資
金
的
に
余

裕
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
所
有
考
の
都
合
で
借
地
上
で
の
建

築
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
が
初
期
か
ら
教
会
建
築
と
し
て
の
体

裁
を
無
理
的
に
整
備
…
出
来
な
か
っ
た
理
由
で
あ
り
、
仮
聖
堂
棟
の

両
側
に
増
築
し
な
が
ら
教
会
機
能
を
確
保
し
た
変
遷
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
修
道
院
あ
る
い
は
幼
稚
園
併
設
と
い
っ

た
特
殊
な
機
能
を
も
要
求
さ
れ
た
事
も
影
響
し
て
、
敷
地
利
用
と

し
て
の
各
棟
配
概
は
約
四
十
m
と
い
う
南
北
に
長
い
棟
の
出
現
と

な
っ
た
。
後
者
で
は
、
聖
堂
の
移
転
新
築
胸
の
昭
利
三
十
し
年
に

建
て
ら
れ
た
幼
稚
園
園
舎
醜
概
と
新
築
聖
堂
の
位
置
関
係
が
不
明

朗
で
あ
り
、
敷
地
購
入
時
か
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
在
っ
た
か
ど

う
か
疑
睨
が
残
る
。
す
な
わ
ち
図
1
で
示
す
よ
う
に
、
現
聖
堂
は

主
道
路
に
爾
し
て
い
る
が
、
園
舎
は
雛
堂
奥
に
舵
置
さ
れ
て
い
て

導
入
路
が
な
い
。
従
っ
て
、
聚
堂
の
北
側
屋
根
勾
配
方
向
を
通
路

と
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
冬
期
の
落
霊
へ
の
配
慮
が
み
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
配
置
に
な
っ
た
原
掘
は
、
恐
ら
く
敷
地
購
入
時
に
は
他

に
園
舎
へ
の
進
入
路
が
確
保
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
区
画
変

化
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
変
鋼
的
な
棟
配
置
と
な
っ
た
推
察
す
る
。

　
〈
平
両
脚
の
変
遷
と
聖
堂
内
部
V
　
平
隊
形
の
変
遷
で
は
、
仮

聖
堂
か
ら
旧
風
堂
ま
で
の
木
造
建
築
と
新
築
移
転
後
の
鉄
骨
造
と

で
は
基
本
的
な
差
異
が
あ
り
、
前
者
で
は
細
長
い
長
方
形
平
面
形

で
片
廊
下
式
で
、
礼
拝
・
修
道
院
・
幼
稚
園
そ
し
て
司
祭
空
聞
と

い
う
複
数
漁
網
が
分
離
配
置
と
な
っ
て
い
た
。
後
者
で
は
正
方
形

に
近
い
長
方
形
平
癒
形
の
集
中
型
で
、
祁
分
的
に
片
廊
下
式
を
用

い
て
い
る
。
内
部
機
能
で
は
礼
拝
・
司
祭
空
悶
の
み
で
幼
稚
園
・

修
道
院
は
刷
棟
と
な
っ
た
。

　
聖
堂
内
部
で
の
変
遷
で
は
、
削
聖
堂
ま
で
は
長
方
形
平
面
で
正

面
に
祭
壇
を
お
き
「
対
面
形
式
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
新
築

平
鋼
で
は
し
字
型
の
平
面
形
で
、
凹
部
分
の
隅
角
部
に
祭
壇
が
　
削

置
さ
れ
た
「
集
中
形
式
」
に
変
わ
っ
た
。

　
〈
外
観
正
而
形
の
変
遷
V
　
正
．
恩
誼
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
は
五
圓

の
変
遷
を
み
る
が
、
仮
聖
堂
す
な
わ
ち
二
階
建
て
切
妻
屋
根
平
側

の
形
態
は
、
昭
利
四
十
年
ま
で
つ
づ
き
、
前
・
現
聖
堂
建
設
時
に

著
し
く
変
わ
っ
た
。

　
旧
聖
堂
ま
で
の
平
側
正
調
は
、
二
囚
の
増
築
に
よ
っ
て
長
い
長

一　47　一



方
形
と
な
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
礼
捧
寄
棟
の
平
側
が
そ
の
中
心

で
あ
り
、
切
妻
屋
根
の
側
面
と
棟
上
に
置
か
れ
た
尖
塔
に
よ
り
教

会
建
築
と
し
て
の
表
清
を
持
た
せ
、
壁
面
は
二
言
に
連
続
配
置
さ

れ
た
ス
リ
ッ
ト
状
の
窓
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
仮
聖
堂
部
分
も
若

干
の
変
化
が
見
ら
れ
、
玄
関
部
分
両
側
丸
窓
と
回
訓
根
棟
上
の
十

字
架
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
南
側
増
築
棟
は
幼
稚
園
空
…
闘
で
あ
り

一
般
的
な
木
造
建
築
の
表
情
が
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
新
築
移
転
後
の
聖
堂
に
お
い
て
は
、
南
側
を
正
醐
と
し

た
穏
や
か
な
勾
配
騰
根
の
断
酒
彫
を
み
せ
た
構
成
で
あ
．
っ
て
、
高

い
尖
塔
を
持
つ
闇
聖
堂
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
距
離
を
お

い
て
見
え
る
皿
面
形
は
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
斜
め
勾
酎
屋
根
が
上

空
に
突
き
出
す
よ
う
に
伸
び
て
、
演
面
の
形
態
と
強
烈
な
差
異
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
特
有
な
形
態
は
、
東
立
面
に
顕
、
著
に
現
れ
て

い
て
「
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
棟
」
と
表
現
可
能
な
ご
と
く
に
、
異
、
様
な

黒
棟
が
飛
び
出
し
て
い
る
（
写
寛
ハ
2
）
．
　
こ
れ
ら
の
窓
は
、
内
㍊

の
高
い
位
置
か
ら
の
礼
揮
室
へ
の
明
か
り
・
取
り
（
写
3
真
）
を
口

的
と
し
た
断
面
掃
海
で
あ
る
が
、
外
部
と
内
部
空
間
の
処
理
が
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
透
視
図
的
方
向
で
の

外
観
（
写
宜
ハ
2
）
は
鋸
型
屋
根
の
「
工
場
建
築
レ
の
様
な
形
態
と

な
り
、
木
工
易
建
築
群
が
周
囲
に
建
つ
大
町
教
会
の
立
地
難
境
で

は
、
工
場
建
築
と
混
同
し
そ
う
な
建
物
印
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
後
の
箭
面
玄
関
廻
り
の
増
築
で
の
高
く
水
平
な
パ
ラ
ペ
哩
・
ト
出

現
は
、
正
面
形
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
側
爾
形
態
と
合
わ
せ
て
、

教
会
建
築
と
し
て
の
存
在
を
更
に
不
明
瞭
に
し
て
い
る
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
旭
川
の
戦
後
に
お
け
る
、
謄
教
で
の
最
初
の
布
教
拡
大
と
し
て

開
設
さ
れ
た
大
晦
教
会
が
建
設
し
て
き
た
、
涯
棟
の
聖
．
堂
に
つ
い

て
述
べ
た
が
、
そ
の
変
．
遷
は
旧
敷
地
内
で
の
聖
堂
建
築
と
現
敷
地

で
の
饗
堂
で
は
多
く
の
差
異
が
あ
る
事
が
明
確
に
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
建
築
は
敷
地
条
件
に
左
右
さ
れ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
宗
教
建
築
と
し
て
の
基
本
的
な
形
態
が
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
内
部
機
能
の
極
端
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
建
物

自
体
に
変
．
化
が
生
じ
な
・
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
．
し
か
し
、
現
実
に

ほ
大
町
教
会
の
鍵
堂
建
築
に
は
著
し
い
形
態
的
変
遷
が
あ
り
、
こ

の
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
旧
敷
地
内
で
の
建
築
は
、
借
地
と
い
う
条
件
が
大
き
な
原
因
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
修
道
会
の
思
惑
通
り
に
は
い
か
ず
、
諸
条

件
下
で
の
聖
堂
建
設
で
あ
り
、
曜
　
際
し
た
建
物
（
仮
総
堂
）
の
現

状
維
持
を
中
心
と
し
た
増
改
築
の
変
遷
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
単

一
教
会
と
し
て
の
布
教
活
動
と
と
も
に
修
道
院
活
動
、
更
に
戦
後
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復
興
時
と
い
う
社
会
的
条
件
も
加
わ
っ
た
事
に
よ
っ
て
、
自
然
発

生
的
な
聖
堂
形
態
が
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
移
転
新
築
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
条
件
か
ら
解
放
さ
れ

て
の
聖
堂
建
築
に
於
い
て
は
、
大
町
教
会
の
伝
統
的
教
会
観
と
建

築
上
で
の
計
甑
的
建
設
行
為
が
可
能
と
な
り
、
そ
こ
に
初
め
て
神

父
．
信
徒
の
教
会
形
成
が
具
体
的
に
建
物
を
通
し
て
語
ら
れ
る
聖

堂
の
出
現
と
な
っ
た
の
だ
が
、
敷
地
利
用
あ
る
い
は
外
観
形
態
に

見
ら
れ
た
多
く
の
計
画
的
な
矛
鷹
は
、
教
会
建
築
の
建
設
が
い
か

に
難
し
い
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
矛

盾
が
外
国
人
の
設
計
、
北
海
道
の
地
域
性
を
熟
知
し
な
い
で
の
基

本
計
画
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ぽ
、
計
画
へ
の
関
与
の
仕
方
に
一
つ

の
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
前
．
現
聖
堂
建
築
の
手
法
は
、
外
観
で
は
下
露
的
屋
根
が
象
徴

す
る
ご
と
く
、
由
岳
地
方
の
教
会
建
築
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
設
計
者
で
あ
る
ス
イ
ス
人
神
父
の
意
図
に
、
北
海
道
の
中
央

に
立
地
す
る
旭
川
の
環
境
と
山
岳
地
方
の
風
蟻
の
一
致
が
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
敷
地
環
境
に
関
す
る
未
熟
さ
が
こ
う
し
た
形
態

を
用
い
た
原
因
と
推
察
す
る
。
し
か
し
逆
に
考
え
る
な
ら
ば
、
敷

地
条
件
を
熟
地
し
て
か
ら
の
設
計
で
は
、
こ
の
計
画
は
無
理
な
事

と
な
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
は
個
性
的
意
匠
と
も
言
え
よ
う
。

　
た
だ
、
こ
の
聖
堂
で
の
新
し
い
提
案
は
、
礼
拝
室
形
態
に
あ
り

祭
壇
を
隅
角
部
に
配
置
し
、
L
宇
型
に
信
徒
席
を
設
け
て
顧
み
の

空
間
と
し
た
演
磁
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
形
態
は
長
方
形
平
面
で

対
面
形
式
で
の
礼
拝
雪
空
關
で
あ
っ
た
が
、
信
徒
の
中
に
宗
教
的

セ
レ
モ
一
一
一
を
深
く
浸
透
さ
せ
る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
今
口
ま
で
の
旧
教
に
お
け
る
教
会
建
築
は
、
そ
の
宗
教
儀
式
を

垂
視
す
る
伝
統
か
ら
一
つ
の
形
態
、
す
な
わ
ち
対
面
形
式
が
用
い

ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
町
教
会
に
亮
ら
れ
る
信
徒
中

心
の
礼
揮
空
間
演
出
へ
の
移
行
は
、
そ
の
伝
統
的
な
教
会
観
に
対

し
て
、
逆
に
新
し
い
教
会
観
を
生
み
綴
す
要
眠
と
も
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
大
町
教
会
で
の
新
し
い
礼
拝
室
形
態
の
出
現
は
、
教
会

建
築
に
よ
る
宗
教
的
意
図
の
一
つ
の
変
遷
と
も
…
与
え
よ
う
。

　
ま
た
前
稿
で
は
、
旭
川
汎
条
教
会
の
教
会
建
築
に
つ
い
て
考
察

し
た
が
、
大
町
教
会
と
同
様
に
昭
和
三
十
世
代
以
降
に
塁
堂
形
態

の
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
変
遷
過
程
を
み
る
限
り
、
旧
教

に
於
い
て
は
昭
和
三
十
年
代
以
降
、
教
会
建
築
へ
の
基
本
的
な
考

え
方
が
変
化
し
た
と
も
言
え
、
ま
た
、
北
海
道
で
の
寒
冷
地
と
い

う
厳
し
い
自
然
環
境
を
考
慮
し
た
、
教
会
建
築
へ
の
接
点
的
年
代

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
に
あ
っ
て
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
棚
立
し
た
旭
用
大
町
教

会
を
対
象
と
し
た
考
察
で
あ
っ
た
が
、
今
後
に
於
い
て
も
道
内
の

他
の
教
会
建
築
を
対
象
と
し
て
研
究
を
進
め
る
。
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な
お
本
稿
発
表
の
た
め
の
調
査
研
究
に
協
か
し
て
い
た
だ
い
た

大
町
教
ム
蓋
の
ヒ
ラ
リ
オ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
神
父
と
シ
ス
タ
…
・
儒
徒

の
柴
田
公
兄
・
棚
田
薫
兄
に
感
謝
し
、
ま
た
実
洲
調
査
で
は
北
海

道
東
海
大
学
大
学
院
生
千
墜
政
文
君
・
岡
学
生
後
藤
俊
之
君
、
資

料
整
理
等
で
の
建
築
史
意
匠
研
究
室
分
室
の
本
削
ま
り
子
さ
ん
に

お
礼
を
巾
し
上
げ
ま
す
。
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紅
ノ
　
r

（1．）
｝黛（3） （2｝（4）

北
海
道
塞
督
教
学
会
編
「
墓
督
教
学
」
第
一
七
・
．
　
一
∴
．
四
∴
．
十

五
号
参
照
。

足
利
工
た
研
究
収
録
第
三
号
（
一
九
七
七
）
閃
十
三
頁
参
照
。

カ
ト
リ
ッ
ク
た
町
教
会
編
「
献
堂
瓢
十
五
遡
年
認
念
誌
」
（
一
九
七
五
）

参
照
。

旧
聖
堂
以
前
の
建
駒
一
の
霧
鷺
兀
は
、
同
教
ム
試
付
属
み
”
て
の
幼
聯
…
園
R
C
造

削
閣
硲
肖
新
築
時
（
昭
和
五
十
山
ハ
年
）
　
に
旧
旧
幽
航
1
1
解
体
　
（
唄
盈
堂
使
用
）
　
に

と
も
な
う
現
状
平
面
図
を
手
掛
か
り
と
し
て
俘
成
し
、
立
醐
形
は
残
艶
へ
㌦

れ
て
い
た
当
時
の
写
真
・
資
料
に
よ
り
脚
俣
一
兀
御
犬
臨
櫨
。

一　50　一


